
 

造影検査について（CT 検査）         

CT 検査造影剤 

  当院では、オムニパーク 300(第一(第一三共) 

        イオパミロン 370(バイエル)   を使用しています。 

副作用について 

ヨード造影剤でおこりうる副作用（種類、発生頻度） 

即時性副作用（検査中または直後） 

・蕁麻疹・気分不快・かゆみ・発疹などの軽い副作用   100 人に数人 

・血圧低下・呼吸困難・意識障害などの重い副作用    1 万人に数人 

・ショックまれに心停止などの重篤な副作用       数十万人に 1 人 

・病状体質によってまれに死亡に至る例もあります。 

遅発性副作用 

造影剤による副作用は大部分が検査中または検査終了直後におこりますが、 

まれに検査終了数時間から数日後に上記症状が出ることがあります。 

 

ヨード造影剤との併用注意薬剤について 

 ビグアナイド系糖尿病用薬とヨード造影剤は、併用により乳酸アシドーシ 

 スあらわれることがあるため併用注意とされています。 

 当院では造影検査の 2 日前(48 時間)よりビグアナイド系糖尿病用薬を中止

し、造影終了 2 日後(48 時間後)より再開での対応をお願いしております。 

 ビグアナイド系糖尿病用薬を使用している患者様の造影 CT 検査を依頼さ

れる場合には、一時的に投与中止などの処置をお願い致します。 

 

  現在日本で販売されているビグアナイド系薬剤 

   メトグルコ       メタクト 

   グリコラン       メデット  

   ネルビス        メトホルミン 

   メトホルミン塩酸塩   メトリオン 

   ジベトス        ジベトン S 

 

ヨード造影検査ご依頼時のお願い 

 腎機能低下を有する患者様は造影剤腎症発症のリスクが高くなります。 

 造影剤腎症の予防のために、造影剤使用前に腎機能を把握しておく必要があ

ります。造影検査をご依頼になる際は、紹介状などに 3 ヵ月以内の血清ク

レアチニン値の記載をよろしくお願いします。 

 



 

 

造影検査について（MR 検査）     

MR 検査造影剤 

 当院では、オムニスキャン(第一三共)    ガドリニウム製剤 静注 

            プロハンス(エーザイ)      ガドリニウム製剤 静注 

            EOB・プリモビスト(バイエル)  ガドリニウム製剤 静注 

            ボースデル(協和発酵)     塩化マンガン四水和物 経口 

                                                   を使用しています。 

 

副作用について 

 ガドリニウム造影剤でおこりうる副作用(種類、頻度) 

 ・吐き気・動悸・頭痛・かゆみ・発疹などの軽い副作用      約 100 人に 1 人以下 

・呼吸困難・意識障害・血圧低下などの重い副作用          約 1 万人に 5 人以下 

・ショックまれに心停止などの重篤な副作用           約 100 万人に 1 人 

 

ガドリニウム造影検査ご依頼時のお願い 

 腎機能低下を有する患者様は腎性全身性硬化症発症のリスクが高くなりま

す。腎性全身性硬化症の予防のために、造影剤使用前に腎機能を把握してお

く必要があります。造影検査をご依頼になる際は、紹介状などに 3 ヵ月以

内の血清クレアチニン値の記載をよろしくお願いします。 

 

 

 

造影剤使用時の同意書について(CT/MR) 

  当院では、造影検査前に造影剤使用に関する同意書を作成しております。 

  当院所定の造影に関する問診票に必要事項を記載し、同意書の署名欄に 

    検査の説明を担当された先生の署名と患者様の署名をお願い致します。 

 


